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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月15日(2009.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　2型糖尿病を患う患者における有痛性末梢神経障害の予防のためのアセチル L-カルニチ
ンまたはその医薬上許容される塩の一つを含む医薬組成物、ここで該有痛性末梢神経障害
は、疼痛、知覚異常および/または知覚過敏からなる群から選択される症候を特徴とする
。
【請求項２】
　アセチル L-カルニチンの医薬上許容される塩が、塩化物、臭化物、オロチン酸塩、酸
アスパラギン酸塩、酸クエン酸塩、マグネシウムクエン酸塩、酸リン酸塩、フマル酸塩お
よび酸フマル酸塩、マグネシウムフマル酸塩、乳酸塩、マレイン酸塩および酸マレイン酸
塩、ムケート、酸シュウ酸塩、パモ酸塩、酸パモ酸塩、酸硫酸塩、グルコースリン酸塩、
酒石酸塩、酸酒石酸塩、マグネシウム酒石酸塩、2-アミノエタンスルホン酸塩、マグネシ
ウム 2-アミノエタンスルホン酸塩、コリン酒石酸塩およびトリクロロ酢酸塩からなる群
から選択される請求項１の医薬組成物。
【請求項３】
　アセチル L-カルニチンが少なくとも3g/日の用量で経口的に投与される請求項１の医薬
組成物。
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